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平成24年10月末現在の

人口の動き
●人口　 14,278人（前月比＋10人） 男 7,129人（0人） ●外国人人口 88人（前月比＋2人）男 38人（−3人）女 50人（＋5人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋77人） 女 7,139人（＋10人） ●世帯数 4,365世帯（外国人のみの世帯含む）
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秋まつりも開催されました

（関連記事は 2 ページをご覧ください）

おいしいよ！

11月 3日（土）
杉の子の家パン販売所
「きずな」がオープンしました。

（関連記事は 7 ページをご覧ください）
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表彰された皆様

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示（菊）作品展示芸能歌謡祭

’12’12

　

十
一
月
三
日
・
四
日
に
せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

秋
の
厚
い
雲
が
広
が
り
な
が
ら
も
時
々
晴
れ
間
が
見
え
る
天
候
の
中
、

作
品
展
示
、
芸
能
歌
謡
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
大
勢
の
皆
様
が
足
を
運
び
、

活
気
の
あ
ふ
れ
る
秋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
功
績

の
あ
っ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業
そ

の
他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
又
は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の
功
績

が
顕
著
な
方

○
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
方

　
　

髙　

橋　

一　

子
（
諏
訪
山
）

○
町
の
観
光
・
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
方

　
　

渡　

邉　

太　

作
（
二
本
松
）

◆
善
行
者

○
町
に
対
し
多
額
の
金
品
（
天
然
ガ
ス
自
動
車
）
を
寄
附
し
た
方

　
　

新
発
田
ガ
ス
株
式
会
社
（
新
発
田
市
）
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受賞者を代表してあいさつされる髙橋様（諏訪山）

農業振興祭（もちつき大会） 囲碁将棋大会（将棋） 町民茶会

○
地
域
の
親
睦
と
融
和
を
図
り
集
落
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
方

　
　

道　
　

友　
　

会
（
道
賀
新
田
）

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
方

　
　

赤　

木　

宇　

市
（
桃　

山
）

◎
表
彰
状
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

○
町
村
監
査
委
員
と
し
て
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長
か
ら
の
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
る
方

　
　
聖
籠
町
代
表
監
査
委
員　

鈴　

木　

武　

男

○
遺
族
会
役
員
と
し
て
財
団
法
人
新
潟
県
連
合
遺
族
会
長
か
ら
の
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
る
方

　
　
聖
籠
町
遺
族
会　

渡　

邉　

孝　

温

○
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
新
潟
県
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
か
ら
の
表
彰
を
伝
達
授
与
さ

れ
る
方

　
　
聖
籠
町
交
通
安
全
母
の
会　

髙　

橋　

一　

子

○
交
通
安
全
功
労
団
体
と
し
て
関
東
管
区
警
察
局
長
並
び
に
関
東
交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
か
ら

の
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
る
団
体

　
　

聖
籠
町
交
通
安
全
指
導
員

○
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
新
潟
県
警
察
本
部
長
並
び
に
財
団
法
人
新
潟
県
交
通
安
全
協
会
長
か

ら
の
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
る
方

　
　

曽　

根　
　
　

剛
（
蓮　

潟
）

　
　

市　

川　

一　

彦
（
藤　

寄
）

○
特
別
功
労
団
体
と
し
て
社
団
法
人
新
潟
県
防
犯
協
会
長
並
び
に
新
潟
県
警
察
本
部
長
か
ら
の
表

彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
る
団
体

　
　

あ
い
＆
ゆ
う
Ｉ
Ｎ
聖
籠
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11
月
8
日
（
木
）
町
文
化
会
館
を

会
場
に
第
26
回
目
と
な
る
聖
籠
町
長

寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者
が

互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か
で

充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範
的
な
活
動

な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め
ご

尽
力
さ
れ
た
皆
様
の
功
績
を
讃
え
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
金
婚
式
（
結
婚
し

て
50
年
目
の
お
祝
い
）
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
が
慶
祝
さ
れ
、
県
か
ら
色

紙
、
町
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
の
余
興
で
は
、
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
歌
と
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
あ

た
た
か
い
声
援
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
氏
名
は
略
し
た
文
字
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

戸
籍
の
掲
載
内
容
と
多
少
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

聖籠町長寿文化研修会開催
大会スローガン

楽しく魅力あるクラブづくりに努めよう
創造と連帯の輪を広げて、心豊かな21世紀を

被表彰者名 所属会名（行政区）
二　宮　　　正 鶴　寿　会（真　野）

斉　藤　孝　男 寿　　　会（山　倉）

柄　沢　ト　シ 新　生　会（山大夫）

幾　野　春　美 寿 生 会（大夫興野）

渡　邉　ヨ　ミ 寿 生 会（大夫興野）

横　山　テ　イ 長　生　会（藤　寄）

長谷川　サ　ト はまなす会（網代浜）

宮　澤　ミツ子 はまなす会（網代浜）

被表彰者名 所属会名（行政区）
堀　　　シイノ はまなす会（網代浜）

斉　藤　勝　江 鶴　亀　会（亀　塚）

平　野　チイ子 鶴　亀　会（亀　塚）

萩　原　友　子 鶴　亀　会（亀　塚）

宮　下　キヨミ つ く し 会（次第浜）

渡　辺　百合子 つ く し 会（次第浜）

本　田　フサ子 つ く し 会（次第浜）

●役職（地元老人クラブの役職として５年以上）により表彰された方 （敬称略）

役職表彰を代表受理される真野の二宮正様（右側）模範者として表彰を代表受理される次第浜の高橋捷造様（右側）
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被表彰者名 所属会名（行政区）
吉　野　ミツ子 鶴　寿　会（真　野）
阿　部　和　子 寿　　　会（山　倉）
阿　部　　　幸 緑　　　会（中の橋）
佐　藤　利一郎 新　生　会（山大夫）
二　宮　ヤ　ス 千　歳　会（蓮　野）
高　橋　たつよ 長　寿　会（二本松）
小　林　サトイ なかよし会（正　庵）
本　間　ナヲ子 長　生　会（藤　寄）
石　田　照　子 浦 島 の 会（蓮　潟）
佐久間　幸　子 浦 島 の 会（蓮　潟）

被表彰者名 所属会名（行政区）
斉　藤　鉄　信 はまなす会（網代浜）
高　橋　幸　子 はまなす会（網代浜）
石　井　フ　サ はまなす会（網代浜）
高　松　ツ　キ 鶴　亀　会（亀　塚）
小　林　郁　子 鶴　亀　会（亀　塚）
高　松　ナツ子 鶴　亀　会（亀　塚）
平　野　悌　二 つ く し 会（次第浜）
高　橋　正　義 つ く し 会（次第浜）
高　橋　捷　造 つ く し 会（次第浜）

●模範者（地元老人クラブの会員として10年以上率先して活動）として表彰された方 （敬称略）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
大 倉  優 ・ 栄 子 寿　　　会（山　倉）
三 村 一 郎 ・ カ ツ エ 寿　　　会（山　倉）
加 藤 泰 雄 ・ 幸 子 新　生　会（山大夫）
佐 藤 利 一 郎 ・ 君 子 新　生　会（山大夫）
小 川 由 雄 ・ ハ ル イ 千　歳　会（蓮　野）
田 邉 敬 一 ・ 光 子 喜　楽　会（杉谷内）
高 橋 酉 男 ・ 敬 子 はまなす会（網代浜）
堀  市 次 郎 ・ 和 子 はまなす会（網代浜）
石 井 吉 男 ・ フ サ はまなす会（網代浜）
斉 藤 武 士 ・ 勝 江 鶴　亀　会（亀　塚）
松 田 英 雄 ・ 寿 子 鶴　亀　会（亀　塚）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
小 林 乙 吉 ・ ミ ツ 子 鶴　亀　会（亀　塚）
細 貝 蓮 治 ・ 和 美 鶴　亀　会（亀　塚）
田 村 栄 三 ・ イ ワ ノ つ く し 会（次第浜）
飯 沼 喬 彦 ・ ト ミ 子 つ く し 会（次第浜）
渡 邊 達 雄 ・ サ キ つ く し 会（次第浜）
渡邊勝太郎・カツエ つ く し 会（次第浜）
清 水 一 雄 ・ 千 鶴 子 つ く し 会（次第浜）
高 橋 正 義 ・ 美 枝 子 つ く し 会（次第浜）
渡 邉 徳 三 郎 ・ 晴 子 つ く し 会（次第浜）
宮 下  晃 ・ 和 子 つ く し 会（次第浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦 （敬称略）

●協助者（老人クラブ会員外で老人クラブ活動に参加・協力）として表彰された方 （敬称略）

金婚夫婦代表、田邉敬一様・光子様（前右側 2 名） 協助者として表彰を代表受理される次第浜の伊藤正様（右側）

被表彰者名 行政区
伊　藤　　　正 次　第　浜

被表彰者名 行政区
宮　下　ミ　イ 次　第　浜
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聖
籠
中
学
校
（
以
下
、聖
中
）

で
は
、
生
徒
自
ら
が
講
座
を
選

択
し
、
受
講
す
る
「
選
択
み
ら

い
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
選
択
み
ら
い
」
で
は
、
英

検
や
数
検
に
挑
戦
す
る
も
の
、

編
み
物
、
和
楽
器
演
奏
な
ど

様
々
な
分
野
の
26
も
の
講
座
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
だ
け

で
な
く
、
外
部
講
師
が
教
え
る

講
座
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
は
自
分
の
興
味
や
関
心

の
あ
る
講
座
を
選
び
、
技
能
を

高
め
る
こ
と
か
ら
、
自
主
的
に

学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
時

間
と
な
り
ま
す
。
学
校
で
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
選
択
み
ら
い
」
で
、

将
棋
講
座
の
講
師
を
務
め
ら
れ

て
い
る
湯
浅
昭
吉
氏
（
新
発
田

市
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

－
　
町
の
中
学
生
の
た
め
講
師

を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
聖
中
生
に

将
棋
を
教
え
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

湯
浅
氏　

も
と
も
と
は
亀
代

多
目
的
運
動
場
で
子
供
た
ち

に
将
棋
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
聖
中
で
将
棋
を
教
え
て

ほ
し
い
と
お
話
が
あ
り
、
教

え
始
め
ま
し
た
。

－

　
聖
中
生
の
良
い
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

湯
浅
氏　

物
事
に
と
て
も
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
と
こ
ろ

で
す
。
将
棋
の
面
で
は
、
光

る
も
の
を
持
つ
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
生
徒
の
や

る
気
を
よ
り
引
き
出
し
、
大

会
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
教
え

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

－

　
生
徒
の
意
欲
を
育
て
る
。

聖
中
の
方
針
と
合
致
し
て
い

ま
す
ね
。

　
　
将
棋
の
授
業
を
通
じ
て
生

徒
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ

と
は
何
で
す
か
。

湯
浅
氏　

将
棋
は
、
礼
に
始

ま
り
礼
に
終
わ
り
ま
す
。
こ

の
精
神
を
学
び
、
互
い
を
認

め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

－

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
最
後
に
、
生
徒
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

湯
浅
氏　

生
徒
た
ち
に
は
こ
れ

か
ら
の
未
来
に
向
け
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
で
す
。こ
の「
選

択
み
ら
い
」
の
授
業
は
将
来

役
に
立
つ
こ
と
が
必
ず
あ
り

ま
す
。

～意欲を育て、未来へとはばたくために～

生徒に指導を行う湯浅氏

百人一首講座

英検に挑戦！
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新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
教
育
に
お
け
る
教
育
実
践

等
に
顕
著
な
成
果
を
上
げ
た
教

職
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
金
井
克
浩
教
諭

（
聖
籠
中
）
が
、
学
習
指
導
に

お
け
る
高
い
指
導
力
や
柔
道
部

活
動
の
指
導
者
と
し
て
の
優
れ

た
実
績
が
評
価
さ
れ
、
10
月
26

日
（
金
）
新
潟
県
優
秀
教
員
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
文
武
双
方
の
ご
指
導
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
3
日
（
土
）、
杉
の
子

の
家
パ
ン
販
売
所
「
き
ず
な
」

（
以
下
、「
き
ず
な
」）
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

10
月
ま
で
杉
の
子
の
家
の
パ

ン
販
売
は
結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
内

パ
ン
工
房
前
で
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
生
産
能
力
・
技
術
の
向

上
に
よ
り
、
ま
た
障
が
い
者
雇

用
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、

結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
前
に
販
売
所

を
新
設
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
お
客
様
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
な
ど
約
３
０
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、「
き
ず
な
」

が
開
店
。
焼
き
た
て
の
パ
ン
の

芳
し
い
香
り
に
満
ち
た
店
内
は

た
ち
ま
ち
お
客
様
で
賑
わ
い
、

４
５
０
個
用
意
さ
れ
た
パ
ン
は

約
30
分
で
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　
「
き
ず
な
」
の
営
業
時
間
は

毎
週
火
曜
か
ら
金
曜
の
午
前
11

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
（
※
売

り
切
れ
次
第
閉
店
）
で
す
。
美

味
し
い
パ
ン
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

金
井
克
浩
教
諭
（
聖
籠
中
）

新
潟
県
優
秀
教
員
表
彰

パ
ン
販
売
所
「
き
ず
な
」
オ
ー
プ
ン

囲碁講座

編み物講座

和楽器演奏講座

将棋講座

湯
浅
昭
吉

新
発
田
市
在
住
　
76
歳

公
益
法
人
日
本
将
棋
連
盟
新
潟
県
支

部
連
合
会
幹
事

新
発
田
支
部
長

日
本
将
棋
連
盟
将
棋
参
段
　

将
棋
歴
69
年

「
選
択
み
ら
い
」
将
棋
講
座
で
講
師

を
務
め
る
。



広報聖籠 H24.12　8

交通安全指導員の合同研修会が
行われました

新しい交通安全指導員
を紹介します

　10 月 31 日（水）新発田市地域交流センターにおいて、新発田市と合同で交通安全指導員研修会を行いました。
町からは６名の交通安全指導員が参加し、規律訓練・交通誘導訓練・高齢者交通安全教室の実技研修を行いました。

冬の交通事故防止運動を実施します
期間：１２月１１日（火）～１２月２０日（木）

『　冬の道　保って安心　車間距離　』
運動の重点
① 飲酒運転の根絶
② 車間距離の保持と正しい合図の励行
③ 歩行中・道路横断中の交通事故防止
　年末を迎え、飲酒の機会が増え、路面状況も
悪化します。冬こそ安全運転と、飲酒運転根絶
にご協力をお願いします。

町の交通事故発生状況
区分

年

10月 1月〜 10月
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成24年 3 0 3 38 0 51
平成23年 7 0 8 56 1 71
増　減 -4 0 -5 - 18 - 1 - 20

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎27ー1962（直通）

交 通
安 全
vol.127

今日も一日交通安全

規律訓練
高齢者交通安全教室

「暗くなると白い

服でも見えにく

く、反射材がど

れだけ効果ある

か」ということ

を寸劇でわかり

やすく説明中。

町の交通安全のために、

これからよろしくお願い

します！
　平成 24 年 11月1日に任命を受けた
汐美台の築

ちく

井
い

あゆみです。
　亀代学区からは久しぶりの交通安全指導
員ということですが、町の交通安全のため
に一生懸命頑張りますので、よろしくお願
いいたします。

　平成 24 年 10 月1日に任命を受けた
山大夫の土

つち

田
だ

清
きよ

絵
え

です。
　保護者の一人として、また、町民の一人として、
町の交通安全のために真剣に取り組みたいです。
　先輩指導員の皆様と協力して頑張っていきま
すので、よろしくお願いいたします。
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聖籠町消防演習開催！
　10 月 14 日（日）に亀代小学校グラウンドで聖
籠町消防演習が開催されました。この演習は、消
防団員として保持すべき規律、礼節訓練等を実施
し、資質の向上と技能を習得し災害発生に備え、
郷土保持の基礎となる愛郷精神の向上を図るもの
です。

　日頃の活動や努力が讃えられ、県知事、県消防協会長、
消防協会三市北蒲原地区支会からの表彰伝達や、消防器具
置場点検審査で優秀な成績を収めた班が表彰されました。
これからも町民の安全安心のため、ご協力をお願いいたし
ます。

消防器具置場点検審査結果
第１位　第二分団第３班（山大夫集落）
第２位　第四分団第３班（網代浜集落）
第３位　第三分団第２班（別條集落）
第４位　第二分団第４班（山三賀集落）
第５位　第二分団第６班（二本松集落）
第６位　第二分団第５班（二本松集落）

　消防器具置場点検審査とは、
各集落にある消防器具置場を、
消防団員の皆さんが日頃から
消防機材等を大切に正しく使用

（点検）しているかを審査する
ものです。

消防団員皆さんの協力
のもと受賞できました。
これからも、頑張りま
すので、よろしくお願い
します！

通常点検では、人員、姿勢、
服装等が規律良く整っている
かを厳しく点検します。

受賞者を代表して、県知事から
勤続３０年による精勤章を受章
された伊藤副団長から一言お願
いしたいと思います！

【消防操法訓練】

【実践放水】

【通常点検】

【伊藤 稔明 消防副団長】
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環境に
関することは
生活環境課
☎27ー2111
（内線283）

　東北電力管内の電力供給は、発電所の復旧により回復しつつありますが、ま
だ余裕があるとは言えない状況にあります。今年の冬も、昨年同様無理のない
範囲での節電にご協力をお願いします。

●いつ節電すれば良いの？
　冬場の電力ピークは平日の朝（９時～１１時）と夕方（１５時～１８時）です。
　生活に支障のない範囲で、朝と夜の電気使用をなるべく避けてください。

●どうすれば節電できるの？
具体的には…
・ご飯は早朝に1日分まとめて炊く。（食べるときに電子レンジで温める。）
・掃除機・洗濯機・アイロン等はピーク時間帯以外に使う。
・冷蔵庫の温度設定を「弱」にする。
・室内では厚着をし、暖房の設定温度を１～２℃下げる。
・ガスや灯油の暖房も併用する。
・テレビ画面の輝度を下げる。
・窓に厚手のカーテンを掛ける。
・白熱電球を電球型蛍光灯、ＬＥＤ電球等に交換し、無駄な点灯を避ける。

●どの位節電すれば良いの？
　冬は、気温の低下により体調を崩しやすい季節です。無理な節電はせず、健
康や安全、事業活動に影響の出ない範囲でのご協力をお願いします。

冬場も節電をお願いします。

　聖籠町では、学校等の給食の安全性を確認し、給食に対する保護者等の不安を軽減することを目的に、給食用食材の放射性
物質検査を実施しています。検査は毎週木曜日、翌日（金曜日）に使用する食材の中から１品目を選定して行います。再検査
となった食材は、給食に使用せず、再検査を実施し公表します。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

検 査 日 検査品目 生 産 地
測 定 結 果

放射性ヨウ素 放射性セシウム
１３１ １３４ １３７

10月   4 日 キャベツ 群馬県 不検出 不検出 不検出
10月 11日 小松菜 新潟県 不検出 不検出 不検出
10月 18日 キャベツ 群馬県 不検出 不検出 不検出
10月 25日 もやし 福島県 不検出 不検出 不検出
11月   1 日 人参 新潟県 不検出 不検出 不検出
測定場所 新潟県新発田地域振興局（新発田市豊町３丁目３番２号）

※ 単位：Bq（ベクレル／㎏）
※ この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限界値は、測定する条件や食材により異なります。
※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出できる最小値（最小限度）のことをいい、この値は測定環境（自然界に存在する大気中
　 の放射線量）、測定条件（時間重量等）、検査対象品目によって異なります。

学校給食食材の放射性物質測定結果

お問い合わせ　役場学校教育課（内線 305）
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　予期しなかった訪問販売や電話勧誘で契約した場合、契約してから一定期
間以内であれば無条件で契約の解除が出来る制度です。（特定商取引法）

◆クーリング・オフ通知の書き方
　書面で契約解除の意思を通知します。
ポイント
★クーリング・オフの通知は必ず書面で！
★通知書は必ずコピーをとりましょう。
★ハガキで送る場合は、両面ともコピーを
　とり、特定記録郵便で！
★クーリング・オフ期間内の消印有効。
　〔訪問販売・電話勧誘は８日、〕　　マルチ商法・内職商法は20日

◆クーリング・オフすると
◎支払った代金は全額返金されます。
◎違約金などを請求されても一切払う必要はありません。
◎商品を受け取っていたら販売会社に商品の引き取りを請求できます。

◆注意
　通信販売ではクーリング・オフ出来ません。
　訪問販売、電話勧誘販売でも一部クーリング・オフできない商品があります。

　役場町民課
消費生活センター

２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

通 信

vol.39
12 月

被害を未然に防ぐには、初めにきっぱり断ることが大事です！
―訪問販売などで契約しない旨の意思表示をした者に対し再度勧誘する行為は特定商取引法で禁止されています。
●「いいです」「結構です」「今は忙しいから」などは断ったことにはなりません。
● いらない時は、「いりません」「お断りします」などとはっきり意思を示すことが大事です。

≪ 強引な新聞の勧誘 ≫
【事例】何度も断っているのに「頼むからお願い

します。」と言って洗剤、ビール等大量の景品
を付けて頼みこまれ、仕方なく 3 カ月契約した
がやはり 2 紙も必要ないので解約したい。

○購読開始時期が「来年の○月から」と言った数
か月先の契約をさせられるケースもあり、認知
症の高齢者などの場合、配達が始まって初めて
周囲が気づく事もあります。

●新聞の訪問販売はクーリング・オフが使えま
す。契約書を受け取ってから 8 日間です。（政
党、宗教団体など団体が発行する新聞はクーリ
ング・オフ出来ません）

●ドアを開ける前に業者名と用件を聞き必要なけ
ればきっぱり断りましょう。

ご注意！
健康食品の強引な送りつけ
　今年の春頃より、頼んでいない健康食品を代金
引換えで送られてきたという相談が急増していま
す。もし「ご注文の品を送ります」と電話が来て
も注文していないものはきっぱり断りましょう。
断わっても送られてきたら、受取拒否をし、その
際相手の事業者名と連絡先をメモし消費生活セン
ターに連絡して下さい。
対処法
◎一方的に送られて来たものは受け取らない。
◎もし受け取った場合はクーリング・オフが使え

ます。
◎困った時は消費生活センターに相談して下さ

い。
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　当社は「木材の有効利用

により地域社会に貢献する」

という経営理念で事業に取

り組んでいます。

　新潟東港は、ロシア・北米・

北欧から木材を輸入するに

は大変地の利が良く、皆様

に喜んでいただける商品作

りに社員一同努力しています。

　木材のことなら何でもご要望ください。

企　業
データ

企　業
データ

東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地又は土地を所有する企業により構成されている協議会
で、行政機関と立地企業間の連絡調整や、企業間の情報交換を行うことで技術の研鑚及び親
睦を図り、行政機関・企業の事業展開を支援するとともに、地域の福祉と文化の向上に資す
るため活動しています。

　当社は、昭和 40 年に信越ペプシコーラ販売（株）新発田営業所と

して創業しました。

　平成 14 年にサントリーフーズ社との業務提携により、サントリー

グループの一員となり、平成 20 年に聖籠地区に移転し「新潟東支店」

として開設しました。

　平成 22 年 4 月に信越・東海・北陸のペプシコーラ販売 3 社が統合し、中部ペプシコーラ販売（株）として新

たなスタートを切りました。販売エリアは中部地区 10 県となります。

　これからも、各エリアのネットワークをより一層強化し、CM でおなじみの「サントリー」の清涼飲料を通じ、

地域に密着したきめ細かいサービスとサントリーグループの総合力で一層皆様の身近な存在となれるよう、日々

努めてまいります。

津野木材工業株式会社
所在地：聖籠町東港４丁目256－16
  ☎  ：０２５－２５６－２２８０
FAX：０２５－２５６－２２９０

中部ペプシコーラ販売株式会社 新潟東支店
所在地：聖籠町東港6－861－11
  ☎  ：０２５－２７８－１１２８
FAX：０２５－２７８－１１２９

vol.24
東港立地企業連絡協議会の会員
企業を順次ご紹介します。

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）（内線 242）
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こ
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、
各
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の
活
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

10
月
30
日
（
火
）

■
第
５
回
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

委
員
会
を
開
催

　

第
５
回
委
員
会
で
は
、
防
災
と
男

女
共
同
参
画
及
び
男
女
共
同
参
画
計

画
の
体
系
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
の
後
半
で
は
、
委

員
を
計
画
の
基
本
目
標
ご
と
に
４
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
公
開
で
行
っ
て
い
ま

す
。委
員
会
実
施
日
時
に
つ
い
て
は
、

随
時
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

委
員
会
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

■
弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
る
準
備
を

し
ま
し
た

　

今
年
は
蓮
野
小
学
校
の
３
年
生
が

弁
天
潟
で
ヒ
シ
刈
り
体
験
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
蓮
野
研
究
会
に
も

ヒ
シ
上
げ
を
お
願
い
し
て
、
白
鳥
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

弁
天
潟
を
訪
れ
る
白
鳥
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
て
、
今
年
も
よ
り
多
く
の
白

鳥
が
飛
来
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

今
冬
も
、
こ
の
白
鳥
た
ち
の
た
め

に
、餌
付
け
用
の
「
し
い
な
米
」「
パ

ン
」「
茶
が
ら
」
等
を
集
め
て
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
港
振
興
室

10
月
24
日
（
水
）

■
民
主
党
本
部
へ
新
潟
東
港
の
整
備

促
進
を
要
望
し
ま
し
た

　

新
潟
県
港
湾
協
会
（
県
内
の
港
湾

所
在
８
自
治
体
で
組
織
）
は
、
民
主

党
本
部
に
対
し
、
平
成
25
年
度
政
府

予
算
案
の
策
定
を
睨
み
、
港
湾
・
海

岸
の
整
備
促
進
等
に
関
す
る
要
望
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

要
望
団
を
代
表
し
て
渡
邊
町
長
よ

り
、
成
長
著
し
い
北
東
ア
ジ
ア
地
域

を
始
め
対
岸
諸
国
と
の
国
際
物
流
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
日
本
海
側
の
総

合
的
拠
点
港
と
し
て
、
新
潟
東
港
の

優
位
性
・
重
要
性
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
有
事
の
際
の
太
平
洋
側
港
湾

と
日
本
海
側
港
湾
の
相
互
補
完
と
い

う
点
も
踏
ま
え
た
東
港
の
機
能
拡
充

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
強
く
民
主
党

陳
情
本
部
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

産
業
基
盤
の
形
成
や
地
域
の
安

全
・
安
心
に
繋
が
る
港
湾
・
海
岸
の

整
備
は
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
新
潟
東
港

の
振
興
、
整
備
促
進
に
向
け
て
国
・

県
・
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

農
業
委
員
会

10
月
25
日
（
木
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第
32

回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

以
上
の
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

学
校
教
育
課

10
月
22
日
（
月
）

■
第
10
回
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

・
聖
籠
中
学
校
通
学
距
離
３
キ
ロ
未

満
の
生
徒
に
関
す
る
通
学
バ
ス

の
取
扱
い
に
つ
い
て

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
23
日
（
火
）

■
施
設
訪
問
お
よ
び
訪
問
会
食

亀
代
こ
ど
も
園
訪
問

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査

へ
の
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
経
済
産

業
省
が
12
月
31
日
を
基
準
日
と

し
て
、
製
造
業
の
事
業
所
を
対

象
に
行
う
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
統
計
調
査
員
が
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

票
の
配
布
・
回
収
に
お
伺
い
し

ま
す
。

　

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課　

広
報
広
聴
係

　
（
内
線
２
２
３
）
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《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　１１日（火）
　午前９時３０分～１１時
　 役場総務課（内線２２６）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　５日（水）、１９日（水）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎２７－６７６７

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○１歳２ヶ月児歯科健診
　１０日（月）午後１時１５分～
○１歳６ヶ月児健診
　２０日（木）午後１時１５分～
○乳児健診
　２１日（金）午後１時１５分～
○３歳６ヶ月児歯科健診
　２５日（火）午後１時１５分～
◆学級
○マタニティママのリフレッシュ
　教室
　１１日（火）午前９時３０分～
　 役場保健福祉課
　　（保健福祉センター）
　☎２７－６５１１

12 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

　新発田税務署では、営業所得又は農業所得のある方を対象に平成 24

年分所得税の申告決算説明会を次のとおり開催します。決算書の作成

方法や作成に当たっての注意点などを説明します。

　なお、説明会で使用する資料は、当日、会場で配付いたします。

対　象 開催日 開催時間 会　　場

営業所得関係
（白色申告者）

12 月 7 日
（金）

10:00 ～
12:00

新発田市　生涯学習センター
 （新発田市中央町 5‐8‐47）

営業所得関係
（青色申告者）

12 月 11 日
（火）

10:00 ～
12:00

阿賀野市　水原保健センター
 （阿賀野市岡山町 10‐15）

12 月 12 日
（水）

10:00 ～
12:00

新発田市　生涯学習センター
 （新発田市中央町 5‐8‐47）

農業所得関係
（白色申告者）

12 月 7 日
（金）

14:00 ～
16:00

新発田市　生涯学習センター
 （新発田市中央町 5‐8‐47）

農業所得関係
（青色申告者）

12 月 11 日
（火）

14:00 ～
16:00

阿賀野市　水原保健センター
 （阿賀野市岡山町 10‐15）

12 月 12 日
（水）

14:00 ～
16:00

新発田市　生涯学習センター
（新発田市中央町 5‐8‐47）

＊駐車場に限りがありますので、出来るだけ公共交通機関をご利用い

ただくか、お車をご利用の際は、乗り合わせでお願いいたします。

＊ご不明な点につきましては、担当までお気軽にお問い合せください。

新発田税務署　個人課税第一部門　☎ 22-3161（代表）

平成24年分平成24年分
所得税の申告決算説明会所得税の申告決算説明会

等を開催します等を開催します

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

1
日 

エ
フ
エ
ム
し
ば
た
開
局
15
周

年
記
念
式
典

2
日 

第
31
回
聖
籠
町
親
善
剣
道
大

会

3
日 

新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
組
合
会

9
日
〜 

12
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

14
日 

農
家
組
合
長
会
議

18
日 

区
長
会
議

19
日 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
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10 月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

網代浜
　伊　　　祐

ゆ

　貴
たか

 さん
（渡　辺）麻

あさ

　美
み

 さん ｝

真　野
　鈴　木　　　暁

あきら

 さん
（白　井）希

のぞ

　美
み

 さん ｝
藤　寄

　遠　藤　　　学
まなぶ

 さん
（山　﨑）拓

ひろ

　美
み

 さん ｝

次第浜
　佐　藤　　　章

あきら

 さん
（渡　　）　　愛

あい

 さん ｝
亀　塚

　山　田　侑
ゆう

　希
き

 さん
（有　田）愛

え

　美
み

 さん ｝
二本松

　五十嵐　　　徹
とおる

 さん
（長谷川）り　え さん ｝

 氏　名 年齢 行政区

中　川　ミ　セ さん （96 歳） 山三賀
村　山　二

に

一
いち

郎
ろう

 さん （88 歳） 藤　寄
本　田　友

とも

　司
じ

 さん （92 歳） 次第浜
大　野　順

じゅん

　一
いち

 さん （68 歳） 山諏訪山
松　田　えり子

こ

 さん （52 歳） 亀　塚
髙　橋　勘

かん

　司
じ

 さん （61 歳） 蓮　潟
鈴　木　文

ふみ

　男
お

 さん （64 歳） 真　野
渡　邉　悌

てい

　介
すけ

 さん （72 歳） 蓮　野
宮　下　與

よ

　一
いち

 さん （80 歳） 次第浜
松　田　貴

たか

　輝
てる

 さん （42 歳） 亀　塚
須　貝　ヨ　ネ さん （86 歳） 次第浜
渡　邊　和

かず

　夫
お

 さん （85 歳） 亀　塚

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

楓
ふう

芽
が

  ちゃん （岩淵　　良） 二本松
陽
はる

太
た

  ちゃん （青木　真也） 網代浜
結
ゆ

愛
あ

  ちゃん （長谷川優奈） 蓮　潟
晴
はる

馬
ま

  ちゃん （菊池　　哲） 亀　塚
和
わ

奏
かな

  ちゃん （内山　甚大） 網代浜
吉
きっ

平
ぺい

  ちゃん （髙澤　　諭） 汐美台
麗
れい

華
か

  ちゃん （中山　銀司） 八　幡
瑛
えい

翔
と

  ちゃん （堀　　洋輔） 網代浜
凜
り

子
こ

  ちゃん （小林　朋生） 亀　塚
龍

りゅう

  ちゃん （小川　　亮） 聖中ケ丘
杏
あん

奈
な

  ちゃん （内山　直樹） 亀　塚
郁
いく

之
の

介
すけ

  ちゃん （齋藤　直人） 二本松

入　札　結　果 入札日　10月9日～10月24日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日 入札方法

1 蓮野小学校暖房機保守
点検業務委託

聖籠町立蓮
野小学校 1,669,500 新菖工業㈱

聖籠出張所
平成24年
12月28日

指名競争
入札

2 東山団地駐車場整備工
事

聖籠町大字
二本松地内 2,992,500 ㈲入山建設 平成24年

12月10日
指名競争
入札

3 用第１号 三賀新発田線歩
道用地測量業務委託

聖籠町大字
三賀地内 4,515,000 ㈱岩測設計 平成25年

3月25日
指名競争
入札

4 路第１号 大夫興野浦山線
道路路線測量業務委託

聖籠町大字大夫
興野、藤寄地内 4,074,000 ㈱聖測コン

サルタント
平成25年
3月25日

指名競争
入札

5 町民会館消雪井戸改修
工事

聖籠町大字諏訪山地内
（町民会館駐車場内） 3,780,000 ㈱カトウ

工業
平成24年
12月30日

指名競争
入札

6 聖籠町立図書館新設予
定地地質調査業務委託

聖籠町大字
諏訪山地内 1,583,400 ㈱日さく北

信越支社
平成24年
12月13日

指名競争
入札

7 弁天潟風致公園東屋等
建築工事

聖籠町大字
蓮野地内 31,500,000 曽根建㈱ 平成25年

3月25日
一般競争
入札

8 改第２号 次第浜山辺川線
道路改良工事（その１）

聖籠町大字
次第浜地内 30,975,000 ㈱聖路総合 平成25年

3月25日
一般競争
入札

9 改第３号 次第浜山辺川線
道路改良工事（その２）

聖籠町大字
次第浜地内 38,010,000 ㈱岩村組

聖籠支店
平成25年
3月25日

一般競争
入札

10 消雪パイプ保守点検業
務委託

聖籠町内一
円 1,890,000 ㈱北聖 平成24年

11月30日
指名競争
入札

11 学校給食調理場用備品
（ガス回転釜）購入

聖籠町学校給
食調理場 1,774,500 日本調理機㈱

新潟営業所
平成24年
12月7日

指名競争
入札

子宮頸がん検診のお知らせ

12月4日～10日は「第64回人権週間」です。12月4日～10日は「第64回人権週間」です。
　12 月 4 日から 10 日までの 1 週間を「人権週間」と定め、人権尊
重思想の普及高揚のため、全国で各種啓発活動が行われます。その
一環として、聖籠町では次のとおり「特設人権相談所」を開設しま
す。相談は無料で、予約は不要です。

日時 場所 相談内容 相談員
12月5日（水）
午後 1 時～

午後 4 時

聖籠町役場１階
消費生活相談室

相続・離婚・いじ
めなどの心配ごと
や困りごと

人権擁護委員・
法務局職員

役場町民課　町民サービス係（内線 111）

１年に１回、検診を受けましょう。
まずは、下記へお申込みください。 検診はお早めに。

※ 施設検診（医療機関）の検診期間は、今年の12月末まで
の、残り１ヶ月です。検診の受け忘れがないように、ご注
意ください。
・ 役場保健福祉課　保健衛生係　☎ 27-6511

あなたは

受けましたか？

まだ子宮頸がん検診を
申し込んでいない方

申し込んだが、忙しくて
まだ検診に行っていない方
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●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止等を考えて行っています。
個々の要望にはすぐに対応できないため道路除雪への要望等がありましたら、
各集落区長さんを通じてお願いします。

 役場ふるさと整備課
☎ 27－2111（内線231）

　新発田地域振興局地域整備部
☎ 22－5114

●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重みで道
　路に垂れ下がり、除雪作業の妨げになりま
　す。このような樹木の枝切等をお願いし
　ます。

●道路に雪を出さないでください。人や車
　の交通の妨げとなり、スリップ事故のもと
　になります。

●自動車又はその他除雪作業に障害となる
　物を道路上に放置しないで下さい。除
　雪作業が出来なくなります。

●屋根の雪を道路におろす場合は、責任を
　もって処理してください。
　屋根から道路に自然落下した場合も同様
にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理してく
　ださい。
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間に
行うため雪を道路の端に押しのける方法で
行っています。そのため道路に面した車庫や
門の前などに除雪された雪がたまります。こ
の雪の処理にご理解とご協力をお願いしま
す。
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●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止等を考えて行っています。
個々の要望にはすぐに対応できないため道路除雪への要望等がありましたら、
各集落区長さんを通じてお願いします。

 役場ふるさと整備課
☎ 27－2111（内線231）

　新発田地域振興局地域整備部
☎ 22－5114

●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重みで道
　路に垂れ下がり、除雪作業の妨げになりま
　す。このような樹木の枝切等をお願いし
　ます。

●道路に雪を出さないでください。人や車
　の交通の妨げとなり、スリップ事故のもと
　になります。

●自動車又はその他除雪作業に障害となる
　物を道路上に放置しないで下さい。除
　雪作業が出来なくなります。

●屋根の雪を道路におろす場合は、責任を
　もって処理してください。
　屋根から道路に自然落下した場合も同様
にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理してく
　ださい。
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間に
行うため雪を道路の端に押しのける方法で
行っています。そのため道路に面した車庫や
門の前などに除雪された雪がたまります。こ
の雪の処理にご理解とご協力をお願いしま
す。

　12 月 10 日から来年 3 月 20 日の冬期間、公

園利用者が減少することに伴い、下記公園のト

イレを閉鎖させていただきます。

　ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力を

お願いします。

公園名 場　所
あ か ね 公 園 網　代　浜
正 庵 公 園 正　　　庵
櫻 美 公 園 別　　　條
位守山史跡公園 東港位守町
臨 海 西 公 園 東港１丁目

役場ふるさと整備課（内線 233）

　冬期間は、水道凍結による破損防止のため、

水道の元栓を閉めますので一部の児童遊園・児

童広場の水道・トイレが使えなくなります。

●閉栓期間　12 月 10 日～来年 3 月 31 日
※本諏訪山児童遊園、旭ケ丘児童遊園は除きま

す。

役場保健福祉課（保健福祉センター）

　子ども家庭相談係　☎ 27-6511

● 消雪パイプは省エネ のため14：00〜
　15:00、16:00〜17:00 の間は稼動を
　停止しています
 （故障ではありませんので、ご理解をお願い
します。）

●消防施設の除雪にご協力下さい。
　消防施設等の除雪は、広域消防署や地域
の消防団が行いますが、大雪等により消防施
設の消火栓や防火井戸等の除雪が難しいこ
とがあります。災害を未然に防ぐために、隣
接の皆さんのご協力をお願いします。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします。

●道路と人家、車庫の出入り口に設置して
　ある乗り入れ板等は、除雪時重大事故に
　つながりますので必ず撤去してくださ
　い。

●道路の除雪作業中は危険ですから、除雪
　車に近づかないでください。
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活 用 塾
山倉小学校区74歳以下の皆様へ健診結果健診結果

10月に受けられた「特定健診」の結果を、下記会場にてご説明します。
健診結果の見方がわかって、今のご自身の健康状態を知ることができます！
これからの健康生活のためにも、活用塾に参加しない手はありません！！

対　象　者 日　　程
時　　　間

会　　場
9：30〜11：30 13：30〜15：30

真　　　野 12 月６日（木） ○ 真野公会堂

四ツ屋・道賀新田
上大谷内 12 月７日（金） ○ 道賀新田集落開発

センター

丸潟・桃山 12 月７日（金） ○ 桃山公会堂

蓮潟・蓮潟新田
甚兵衛橋 12 月 10 日（月） ○ 蓮潟公会堂

山　　　倉 12 月 10 日（月） ○ 山倉集落開発
センター

ひばりが丘 12 月 11 日（火） ○ ひばりが丘公会堂

山 諏 訪 山 12 月 11 日（火） ○ ※13：00～ 山諏訪山公会堂

山　大　夫 12 月 12 日（水） ○ 山大夫コミュニティ
センター

本大夫・本諏訪山
本三賀・中の橋 12 月 12 日（水） ○ 本諏訪山公会堂

苔　　　沼 12 月 13 日（木） ○ 苔沼公会堂

聖中ヶ丘・尾沢ヶ丘
稲の平 12 月 13 日（木）   ○ 聖籠町保健福祉

センター

内

日 会

容

程 場

１．もう少し自分のからだを知ろう（体脂肪測定）
２．聖籠町の実態を知ろう（全体講話）
３．自分の結果を知って、これからを考えよう

（小グループ）
健診結果は11月下旬
に郵送予定です。

のお知らせのお知らせ
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お問い合わせ　役場保健福祉課（保健福祉センター）　☎ 27−6511

春の健診結果活用塾

の様子
参加者みんなで、説明を聞きました。

町の実態も知ることができました。

小グループでもっと詳しく結果の見方

・自分の結果の気になるところを確認します。

体内の脂肪
の

バランスを

測定して・
・・

大好評!!

活用塾で出たたくさんの参加者の

声をおたよりでお返ししました。

繰り返し、思い出してもらえるよ

うな楽しい会になったらいいな・・・

お
ー
い
!!

注目!!
※健診結果活用塾の当日は、ご自分の健診結果を持ってご参加ください。
※社会保険で受診された方、職場健診を受けた方も、ご自分の結果を持ってぜひご参加ください。
※健診を受けていなくても医療機関で定期受診されている方は、血液検査結果などを持ってご参
加ください。

健診結果にこんなに
意味があるなんて知らな

かったわ！

山倉学区は、なぜ肥満
の人が多いの？

来なかった人は
もったいないね…

初めて体脂肪
を測った
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

お問い合わせ　聖籠町地域包括支援センター（保健福祉センター内）　☎ 27−6511

運動教室開催のお知らせ運動教室開催のお知らせ

　保健福祉センターでは、高齢者を対象とした運動教室を開催します。今は比較的元気な人も筋肉を
蓄えて（貯筋）、健やかな老後の準備をしましょう。

期　　日
平成２５年１月１５日（火）～３月８日（金）　計１６回
週２回（火）と（金）１０：００～１１：３０
参加者には詳しい案内をお送りします。

会　　場 聖籠町保健福祉センター

内　　容
健康運動指導士と保健師が担当します。
・運動機器を使った筋力トレーニング
・集団でバランス運動、ストレッチ、有酸素運動　等

募集要項 対象者：６５歳以上で医師から運動を禁止されていない人
募集人数：１０人

申込方法 電話で下記へお申し込みください。初回参加者を優先にさせていただき
ます。電話　0254（27）6521　地域包括支援センター

～　バランスディスク　～
　写真の皆さんが乗っているのはバランスディスクで
す。これは名前のとおりバランス感覚を養う運動器具で
す。ゆらゆらと不安定なディスクに乗ることで、倒れそ
うになる身体を支えようと前後・左右・中にある筋肉を
活性化させます。転びそうな方は、テーブルやいすにつ
かまって行うとよいでしょう。

　今年７月から包括
支援センターで運動
指導を担当している
健康運動指導士の伊
藤です。
　今は様々な健康情
報が飛び交っていま

すが、正しい運動方法を実践していただき、
こころも身体も健やかになるお手伝いをして
います。運動教室では、手軽な運動器具を使
って、しっかり歩くための「筋力」「バラン
ス力」を身につけています。
　寒い季節、運動不足解消にもぜひ参加して
みてください。

～　職員紹介職員紹介　～
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ご存知ですか？ 国民年金

国民年金保険料は社会保険料控除の対象になります。

　国民年金保険料は、年末調整や確定申告の際に一年間の納付額を申告することにより税の控除が受けられます。
このため、一年間に納付した国民年金保険料の額を証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が、
日本年金機構から平成２４年１１月または平成２５年２月に送付されます。
　年末調整や確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大切に
保管してください。

不測の事態に備える保険としての年金

　国民年金は老後だけでなく、加入者が事故や病気で障害が残った場合は「障害基礎年金」が支給
され、万一死亡した場合は、その遺族に「遺族基礎年金」が支給されます。

平成２４年度年金額（定額）
障害基礎年金 ９８３，１００円（１級）

７８６，５００円（２級）

遺族基礎年金 １，０１３，４００円（妻）
（基本額 786,500 円＋子ども１人の加算額：227,000 円の例）

老後をずっと支える終身の年金

　日本人の平均寿命は、医療技術の進歩等によって今後もさらに延びることが予測されます。また、少子高齢化
や核家族化が進むなかで、老後の生活費の不安が大きくなります。
　国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。

国民年金保険料には免除制度があります

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請によって保険料の納付が免除
または猶予される制度があります。
　免除または猶予の申請は、お住まいの市町村役場か管轄の年金事務所で受け付けます。
保険料を未納のままに放置すると、将来の老齢基礎年金を受け取ることができなくなったり、
いざという時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合があります。
  必ず保険料を納めるか、納めることが難しい方は免除・猶予の申請をしましょう。

お問い合わせ　役場町民課　国民サービス係（内線 111）

申請に
必要な
もの

・印鑑（認め印可）
・代理人が窓口にて申請する場合は、免許証または保険証にて本人確認をします。
・失業を理由に申請する方は、離職票または雇用保険受給者証の写し

・
同
居
し
て
い
る
（
同
居
し
よ
う
と

す
る
）
家
族
が
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ

る
こ
と

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

等
提
出
書
類

・
入
居
申
込
書

・
住
民
票
（
同
居
家
族
全
員
分
）

・
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

（
コ
ピ
ー
）

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
コ
ピ
ー
）

・
市
町
村
税
納
税
証
明
書

申
込
期
間

12
月
10
日
（
月
）
午
前 

8
時
30

分 

～ 

12
月
20
日
（
木
）
午
後 

5

時
15
分

そ
の
他  

応
募
多
数
の
場
合
は
、
公

開
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課 

（
内
線 

２
３
３
・
２
３
５
）



広報聖籠 H24.12　22

後期高齢者医療制度のお知らせ

高額医療・高額介護合算制度について

　高額医療・高額介護合算制度とは、１年間の医療費と介護サービス利用料の自己負担額
が高額になった方の負担を軽減することを目的とした制度です。
　この制度は、毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間分を対象期間としています。
今回申請していただく対象は、平成2

・
3
・
年８

・
月１

・
日から平成2

・
4
・
年７

・
月3

・
1
・
日までの１年間の医

療費と介護サービス利用料です。

支給対象者について
　次の①・②の条件をどちらも満たす場合に、支給の対象となります。

① 同一世帯内の後期高齢者医療制度加入者で、対象期間内に『医療費』と『介護サービス利用料』
の両方の自己負担があった。

② ①の自己負担額の合計（高額療養費や高額介護サービス費として払い戻された額を差し引
いた額）が下表の自己負担限度額を超えた。

※ 同一世帯であっても、後期高齢者医療制度に加入していない家族の自己負担額を合計することはでき
ません。また、食事代や居住費などは含みません。

所得区分（※ 注） 自己負担限度額
対象期間：平成23年8月1日～平成24年7月31日

現役並み所得者 ６７万円
一　般 ５６万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ ３１万円
区分Ⅰ １９万円

（※ 注）所得区分は、基準日（平成２４年７月３１日もしくは、資格喪失の前日）現在の所得に応じて適用
されます。

支給額について
　上表の自己負担限度額を超えた分が、後期高齢者医療制度と介護保険からそれぞれ支給されま
す。（超えた分が５００円以下の場合は支給されません。）

高額医療・高額介護合算制度の支給例高額医療・高額介護合算制度の支給例
夫（79歳）、妻（76歳）・所得区分「一般」の場合
後期高齢者医療制度に加入している夫婦で、夫が病院に入院、妻が介護保険サービスを利用して
いる場合で、年間の自己負担額が高額な場合。

医療費の
自己負担額（年額）

介護サービスの
自己負担額（年額） 世帯負担の合計 申請により払い戻される額

夫 30 万円 30万円＋30万円
＝ 60万円

60万円−56万円（限度額）
＝ 4万円妻 30 万円
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高額医療・高額介護合算制度に関するお問い合わせ
新潟県後期高齢者医療広域連合 業務課 医療給付係　☎ 025-285-3222
または　役場町民課　保険係　（内線 117）

申請手続きのご案内の発送
　支給の対象となる方には、平成２４年１２月初旬以降、新潟県後期高齢者医療広域連合から申請
手続きのご案内を発送します。
　ただし、下記のような場合には、申請手続きのご案内が広域連合から発送できない場合があり
ますので、支給対象者になると思われる場合には、町民課保険係までお問い合わせください。

【平成２３年８月１日から平成２４年７月３１日までの間に…】
▼７５歳に到達するなど、後期高齢者医療制度に加入された方がいる場合。
　（加入前が協会けんぽなど）
▼加入者の方が亡くなられた場合。

申請手続きのながれ

【① 案　内】
　広域連合から支給対象となる方に、申請手続きのご案内を郵送します。（12月初旬以降）

【② 申　請】
　案内に同封されている支給申請書を記入して、役場町民課保険係の窓口に提出します。

【③ 振込み】
　申請手続きをいただいた後、約２か月後に『医療費』分を、約３か月後に『介護サービス利用料』
分を、申請をいただいた金融機関の口座へ振込みます。

伊藤教育委員長再任される
　教育委員会では、教育委員長及び教育委員長職務代理者の任期満了に伴う選挙を行いました。結果は次のとお
りです（敬称略）。
　● 教育委員長　伊藤　惠美子　（再任）
　● 教育委員長職務代理者　根津　慶幸　（再任）
　任期は、1 年（平成 24 年 10 月 26 日～平成 25 年 10 月 25 日）です。
　なお、現在の委員構成は下記のとおりです。（敬称略）

　 役場学校教育課（内線 302）

職　  　名 氏　　　名 住 　所（学区）
教育委員長 伊　藤　惠美子 蓮　潟（山倉小学校区）
教育委員長職務代理者 根　津　慶　幸 次第浜（亀代小学校区）
教育委員 諏　訪　孝　男 杉谷内（蓮野小学校区）
教育委員 渡　邉　あや子 網代浜（亀代小学校区）
教育委員（教 育 長） 伊　藤　順　治
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れ
る
に
あ
た
り
、
当

該
法
令
に
係
る
改
正
点
や
変
更
点

を
説
明
し
ま
す
。

　

事
業
主
・
人
事
労
務
担
当
者
の

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
事
前
申
込
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
を
含
め
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
新
発
田
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
13
日
（
木
）
13
：
30
～

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
公

共
職
業
安
定
所　

事
業
所
・
学

卒
部
門
【
担
当
：
中
川
、吉
澤
】

☎
２
７

−

６
６
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７

−

６
６
８
６

『
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ

ー
』
よ
り
お
知
ら
せ

　

新
潟
大
学
医
師
学
総
合
病
院
で

は
、
Ｂ
型
や
Ｃ
型
の
ウ
ィ
ル
ス
性

肝
炎
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
と
し
、
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
肝
炎
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

不
安
が
あ
る
…
」、「
検
査
や
治
療

が
し
た
い
が
ど
こ
に
行
っ
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
…
」、「
助
成
制

度
に
つ
い
て
知
り
た
い
…
」
な
ど

の
お
悩
み
や
相
談
に
、
お
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
専
門
の

相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間　
平
日
（
祝
日
を
除

く
）
10
：
00
～
16
：
00

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院　

肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５

−

２
２
３

−

６
１
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５

−

２
２
３

−

６
１

　

９
３

E
-m

ail liver@
m

ed.niigata-u.
ac.jp

新
大
　
肝
疾
患
相
談
で
検
索
で

き
ま
す
。

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は

犯
罪
で
す
！

 

最
近
「
ね
こ
が
遺
棄
さ
れ
て
い

る
」
等
の
事
例
が
発
生
し
、
遺
棄

さ
れ
た
近
隣
の
方
々
が
非
常
に
迷

惑
し
て
い
ま
す
。

【
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
！

遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
！
】

　

ね
こ
に
限
ら
ず
犬
等
の
愛
護
動

物
を
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
あ

り
、
遺
棄
や
虐
待
を
し
た
場
合
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
愛
護
動
物
を
殺
傷
し
た

場
合
は
1
年
以
下
の
懲
役
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り

ま
す
。

【
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施

不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
】

　

ね
こ
の
繁
殖
力
は
非
常
に
旺
盛

な
た
め
、
1
年
間
で
ど
ん
ど
ん
と

子
ね
こ
が
増
え
て
い
き
、
そ
の
結

果
飼
い
主
が
飼
い
切
れ
な
く
な
る

と
い
う
ケ
ー
ス
を
招
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け
る
場
合

に
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
こ

と
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
疑
問
、

質
問
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

役
場　

生
活
環
境
課
（
内
線

２
８
１
）
ま
た
は

　

下
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
４

−

２
４

−

０
２

０
７
）

精
神
科
医
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

の
ご
案
内

　

精
神
的
な
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
及
び

そ
の
家
族
等
を
対
象
に
、
精
神
科

の
医
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
12
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

12
月
13
日
（
木
）

13
：
30
～
15
：
30
（
相
談
時
間

は
１
組
あ
た
り
約
１
時
間
程

度
）
※
予
約
制

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部 

２
階 

予
診
室
（
受
付
）

（
新
発
田
市
豊
町
３

−

３

−

２
）

【
お
願
い
】

●
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・

新
発
田
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
（
新
発
田
保
健

所
）
地
域
保
健
課

☎
２
６

−

９
１
３
３

高
次
脳
機
能
障
害
者

「
家
族
の
つ
ど
い
」
の

ご
案
内

　

病
気
や
事
故
に
よ
り
脳
に
障
害

を
受
け
、
記
憶
力
、
注
意
力
、
計

画
的
に
物
事
に
取
り
組
む
能
力
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
意
欲
が

低
下
す
る
等
の
状
態
を
「
高
次
脳

機
能
障
害
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
は
障
害
に
戸

惑
い
、
様
々
な
生
活
へ
の
不
安
を

持
つ
な
ど
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
脳
外
傷
友
の
会
「
ス

ワ
ン
」
と
の
共
催
で
、
高
次
脳
機

能
障
害
者
の
ご
両
親
を
対
象
に
し

た
「
親
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。1

月
16
日
（
水
）
14
：
00
～

15
：
30

（
い
つ
で
も
参
加
可
能
）

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
新
潟
市
中
央
区
上
所
２

−

２

−

３　

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ　

ハ
ー
ト
館
）

日
ご
ろ
の
悩
み
や
苦
労
を
語
り

合
い
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
家
族

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

左
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
つ
ど
い
か
ら
初
め
て

参
加
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
担
当
者
と
面
接
を
行
い
ま

す
の
で
、
開
催
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
高
次
脳
機
能
障
害
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
５

−

３
６
５

−

０
１
７
７

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

思
春
期
精
神
保
健
相
談

の
ご
案
内

　

思
春
期
に
お
け
る
心
理
的
な
問

題
や
行
動
上
の
問
題
に
つ
い
て
、

精
神
科
医
師
が
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

1
月
10
日
（
木
）
13
：
00
～

16
：
30

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
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環
境
部
２
階　

予
診
室

（
新
発
田
市
豊
町
３

−

３

−

２
）

■
お
願
い　
相
談
に
は
予
約
が
必

要
で
す
。
新
潟
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
相
談
専
用
回
線

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

０
１
１

３
に
電
話
の
上
、
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

柏
崎
展
開
催
の
ご
案
内

　

部
落
差
別
を
は
じ
め「
子
ど
も
」

「
女
性
」「
障
が
い
者
」「
水
俣
病
」

「
外
国
籍
住
民
」
な
ど
に
対
す
る

差
別
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
差

別
の
撤
廃
と
人
権
の
確
立
を
広
く

県
民
に
訴
え
る
た
め
、「
い
の
ち
・

愛
・
人
権
」
柏
崎
展
を
開
催
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
、
事
前
申
込

は
不
要
で
す
。

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー

レお
よ
び

①
パ
ネ
ル
展
示

12
月
5
日
（
水
）
～
12
月
10
日

（
月
）

9
：
00
～
17
：
00

（
初
日
は
13
：
00
か
ら
、
最
終

日
は
13
：
00
ま
で
）

②
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
展
示
物
解
説

12
月
5
日
（
水
）

13
：
00
～
14
：
10

③
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

12
月
5
日
（
水
）

14
：
10
～
14
：
40

④
記
念
講
演
会

12
月
5
日
（
水
）

15
：
00
～
16
：
50

演
題　
「
私
た
ち
の
生
活
に
見

る
被
差
別
部
落
の
技
術
と
文

化
」

講
師　

作
家
・
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

川
元
祥
一
さ
ん

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
柏
崎

展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
柏
崎

市
市
民
活
動
支
援
課
生
活
安
全

係
）

☎
０
２
５
７

−

２
３

−

５
１
１
１

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
と
は
…

　

日
本
人
拉
致
事
件
を
は
じ
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ

の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

未
だ
解
決
し
て
い
な
い
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
拉
致
問
題
な
ど
、
人

権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と

認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

新
潟
県
知
事
政
策
局
国
際
課　

拉
致
問
題
調
整
室

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
７
６
６

下
越
総
合
健
康
開
発
セ

ン
タ
ー
　
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

　

下
越
総
合
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
25
年
4
月
1
日
採
用

予
定
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等

保
健
師
・
看
護
師
・
臨
床
検
査

技
師
・
管
理
栄
養
士
・
細
胞
検

査
士
・
情
報
処
理
技
術
者
・
事

務
員 

各
1
名

（
既
に
資
格
を
有
す
る
方
、
又

は
平
成
25
年
4
月
中
に
資
格
取

得
見
込
の
方
）

■
申
込
期
間

平
成
25
年
1
月
10
日
（
木
）
～

1
月
18
日
（
金
）
必
着

■
申
込
場
所

新
発
田
市
本
町
4
丁
目
16
番
83

号　

一
般
財
団
法
人
下
越
総
合

健
康
開
発
セ
ン
タ
ー　

庶
務
課

■
必
要
（
提
出
）
書
類

①
履
歴
書
（
３
ヵ
月
以
内
の
写

真
貼
付
）

②
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

③
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
）

証
明
書

④
資
格
証
明
書
（
免
許
証
の
写

し
）　　
　
　

各
1
通

■
採
用
試
験
日　

平
成
25
年
１
月
24
日
（
木
）

一
般
財
団
法
人
下
越
総
合
健
康

開
発
セ
ン
タ
ー　

庶
務
課

☎
２
４

−

１
１
４
５

ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全

運
転
～
冬
の
高
速
道
路

　

冬
の
高
速
道
路
で
は
、
冬
用
タ

イ
ヤ
の
装
着
を
お
願
い
し
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
て
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
の
携
行
も
お
忘
れ
な
く
。
雪
道

で
は
、
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー

キ
、
急
発
進
な
ど
「
急
」
の
つ
く

運
転
は
非
常
に
危
険
で
す
。
十
分

に
車
間
距
離
を
と
り
、
安
全
な
速

度
で
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

天
候
に
よ
り
朝
夕
の
通
勤
時
間

帯
に
、
や
む
を
得
ず
除
雪
作
業
や

路
面
の
凍
結
防
止
作
業
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
作
業
中
は
、
低

速
走
行
と
な
り
、
お
客
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、
作
業
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

−

０
２
４

−

０
２
４

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
お
客

さ
ま　

☎
０
３

−

５
３
３
８

−

７
５
２
４
）

ジュニア展入賞のジュニア展入賞の
ご連絡をお願いします。ご連絡をお願いします。
　広報せいろうでは、１月号で県ジュ
ニア美術展覧会の入賞作品を紹介する
予定です。
　町外の小中学校に在学中の町民の方
で、ジュニア展で入賞された方は、平
成 24 年 12 月 18 日（火）までに役場
総務課広報広聴係へご連絡をお願いし
ます。
　なお、平成 24 年 12 月 5 日（水）ま
でにご連絡いただければ、1 月号に掲
載いたします。
　また、町立小中学校に在学中の方は
学校から情報提供をいただきますの
で、ご連絡は不要です。

役場総務課 広報広聴係（内線 228）
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アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックスアルビレックス
新潟情報 !!新潟情報 !!

共
に
最
後
ま
で

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
10
月

27
日
（
土
）、
東
北
電
力
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
Ｊ
1
リ
ー

グ
第
30
節
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
戦
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
に
向
け
、
多
く
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、
チ
ー

ム
を
盛
り
た
て
る
た
め
の
企
画
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し

て
「
勝
点
3
奪
取
！
ク
ラ
ブ
カ
ラ

ー
で
作
る
3
枚
の
33
ｍ
横
断
幕
掲

出
作
戦
！
」
と
銘
打
た
れ
た
企
画

は
、
33
ｍ
の
横
断
幕
を
ク
ラ
ブ
カ

ラ
ー
で
3
枚
制
作
し
、
選
手
の
入

場
時
に
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
側
の
ト

ラ
ッ
ク
で
掲
げ
る
と
い
う
も
の
。

オ
レ
ン
ジ
、
青
、
白
の
横
断
幕
が

試
合
前
の
選
手
を
奮
い
立
た
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
試
合
当
日
に
は
選
手
バ
ス

の
到
着
時
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
正
面

玄
関
前
に
お
よ
そ
３
，
０
０
０
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
鼓
舞

す
る
た
め
に
集
結
し
ま
し
た
。
ス

タ
ジ
ア
ム
の
外
に
響
き
渡
る
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ル
は
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
、
改

め
て
Ｊ
１
残
留
に
向
け
た
強
い
気

持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ガ
ン
鳥
栖

と
の
試
合
は
0
‐
2
で
の
敗
戦
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
前
半
の
立

ち
上
が
り
、
開
始
わ
ず
か
3
分
に

警
戒
し
て
い
た
豊
田 

陽
平
選
手

に
先
制
を
許
し
、
前
半
38
分
に
は

再
び
豊
田
選
手
に
頭
で
合
わ
せ
ら

れ
2
失
点
目
。
後
半
か
ら
酒
井 

宣
福
選
手
、
鈴
木 

武
蔵
選
手
と

若
い
選
手
を
投
入
し
、
形
勢
逆
転

を
図
り
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
を
揺

ら
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
痛
い

敗
戦
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
援
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
チ
ー
ム
は
す
ぐ
に
こ

の
敗
戦
か
ら
切
り
替
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
Ｊ
1
第
31
節
、
ア

ウ
ェ
イ
・
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
戦
で

は
1
‐
0
と
勝
利
を
収
め
ま
す
。

試
合
は
清
水
に
支
配
さ
れ
る
展
開

が
続
き
ま
す
が
、
前
半
を
0
‐
0

で
折
り
返
す
と
迎
え
た
後
半
14
分

に
先
制
点
が
生
ま
れ
ま
す
。
得
点

者
は
DF
の
石
川
直
樹
選
手
で
し

た
。
Ｃ
Ｋ
の
こ
ぼ
れ
球
を
頭
で
押

し
込
み
貴
重
な
先
制
点
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
声
援
に
な
ん
と
し
て
も
応

え
た
か
っ
た
と
い
う
石
川
選
手
で

す
が
、
そ
の
悔
し
さ
を
ア
ウ
ェ
イ

で
の
ゴ
ー
ル
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
待

つ
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
へ
駆
け
寄
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ェ
イ
で
貴
重
な
勝
ち
点
3

を
つ
か
み
、
残
留
へ
の
望
み
を
つ

な
い
だ
チ
ー
ム
。
厳
し
い
戦
い
は

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
最
後
ま

で
全
力
で
戦
っ
て
い
き
ま
す
。
12

月
1
日
（
土
）
は
今
シ
ー
ズ
ン
最

終
戦
が
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま
す
。
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
、
ホ
ー
ム
最
終
戦

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ

ー
ス
は
11
月
4
日
（
日
）、
な
で

し
こ
リ
ー
グ
第
17
節
、
Ａ
Ｓ
エ
ル

フ
ェ
ン
狭
山
Ｆ
Ｃ
戦
を
行
い
ま
し

た
。
会
場
は
新
発
田
市
五
十
公
野

公
園
陸
上
競
技
場
。
新
潟
は
こ
の

日
が
ホ
ー
ム
最
終
戦
と
な
り
、
た

く
さ
ん
の
新
潟
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声

援
を
背
に
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

ス
タ
メ
ン
に
は
10
月
1
日
に
ス

ペ
ラ
ン
ツ
ァ
Ｆ
Ｃ
大
阪
高
槻
か
ら

移
籍
加
入
し
た
、
MF
豊
田 

奈
夕

葉
選
手
が
名
を
連
ね
ま
す
。
高
い

技
術
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
活
か
し
、

ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ
し
前
線
で
タ
メ

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
選
手
で

す
。
豊
田
選
手
の
加
入
に
よ
り
上

尾
野
辺 

め
ぐ
み
選
手
や
山
崎 

円

美
選
手
な
ど
、
周
囲
の
選
手
が
自

由
に
動
け
る
時
間
が
増
え
、
攻
撃

に
厚
み
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

先
制
点
は
前
半
15
分
、
上
尾
野

辺
選
手
の
左
足
か
ら
放
た
れ
た
ボ

ー
ル
が
直
接
ゴ
ー
ル
に
吸
い
込
ま

れ
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
な
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
1

点
で
新
潟
は
試
合
を
優
位

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

守
備
で
は
狭
山
の
カ
ウ

ン
タ
ー
に
対
し
て
、
し

っ
か
り
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
で
ピ

ン
チ
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
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た
。
相
手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受

け
な
が
ら
も
ボ
ー
ル
を
失
う
こ
と

な
く
、
前
線
に
効
果
的
な
パ
ス
を

供
給
し
て
い
き
ま
す
。

　

後
半
41
分
に
は
児
玉 

桂
子
選

手
の
裏
へ
の
パ
ス
に
反
応
し
た
山

崎
選
手
が
今
シ
ー
ズ
ン
8
点
目
を

マ
ー
ク
。
山
崎
選
手
は
今
シ
ー
ズ

ン
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ゴ
ー
ル
を
重

ね
、
今
で
は
チ
ー
ム
内
得
点
王
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

試
合
は
2
‐
0
で
終
え
、
ホ
ー

ム
最
終
戦
で
し
っ
か
り
と
勝
利
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試

合
終
了
後
に
は
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
監
督
、
選
手
か
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
友
選
手

か
ら
は
「
チ
ー
ム
の
状
況
が
良
く

な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
が
応
援
し
続
け
て
く
れ
て
本

当
に
力
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と

応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
チ
ー

ム
を
目
指
し
て
、
ま
た
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
チ
ー
ム
の
後
押
し
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
に
集

ま
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
を
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
お

見
送
り
し
ま
し
た
。
改
め
て
サ
ポ

ー
タ
ー
に
激
励
の
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
選
手
も
パ
ワ
ー
を
も
ら

っ
た
よ
う
で
す
。

　

12
月
か
ら
は
全
日
本
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
が
始
ま
り
ま

す
。
昨
年
は
準
優
勝
と
い
う
成
績

を
収
め
ま
し
た
が
、
今
年
も
フ
ァ

イ
ナ
ル
進
出
を
目
指
し
、
一
丸
と

な
っ
て
戦
い
ま
す
。
引
き
続
き
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

に
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
11
月
の
試
合
日
程

〈
J
リ
ー
グ
〉

第
34
節
12
月
1
日
（
土
）

VS
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌 

15
：
30

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム

〈
第
34
回
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
〉

3
回
戦
12
月
9
日
（
日
）

VS
未
定 

11
：
00

藤
枝
サ
ッ
カ
ー
総
合
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場

【
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
】

　

11
月
4
日
（
日
）
を
持
ち
ま
し
て
、
4

月
に
開
幕
し
た
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ

ー
グ
の
全
日
程
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ

ー
ス
は
12
位
で
リ
ー
グ
を
終
え
ま
し
た
。

4
日
に
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
最

終
節
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

レ
デ
ィ
ー
ス
対
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ

戦
は
、
１
―
２
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
参
入
し
た
プ
レ
ナ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
で
し
た
が
、
前
半
戦

は
な
か
な
か
結
果
が
出
せ
ず
に
チ
ー
ム
と

し
て
は
苦
し
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
試

合
を
重
ね
る
ご
と
に
選
手
た
ち
に
と
っ
て

は
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
年
間
、
た
く
さ
ん
の
応
援
や
温
か
い

ご
声
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
試
合
は
続
い
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
を
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
週
末
体
験
ク
ラ
ブ
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
今
年
も
聖
籠
町
の
子
ど
も
た
ち
に
ス

ポ
ー
ツ
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

聖
籠
町
週
末
体
験
ク
ラ
ブ
の
一
環
で
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
行
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
科
の
学
生
が
コ
ー
チ
と
な
り
、
鬼
ご

っ
こ
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
聖
籠
町
週
末
体
験
ク
ラ
ブ
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
・
開
催
場
所
は
左
記
の
通
り
と
な

り
ま
す
。

・
12
月
1
日
（
土
）
蓮
野
多
目
的
運
動
広

場
・
12
月
8
日
（
土
）
山
倉
多
目
的
運
動
広

場

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
お
知
ら
せ

〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/index.html
HFL（北信越フットボールリーグ）
情報サイト：http://www.cupsnet.com/hk/top.html

JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問い合わせ先】
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　このたび、「新潟県母と子のよい歯のコンクール」で、聖籠町
代表として選ばれた次第浜の鶴巻真紀子さんと莉

り

叶
のあ

（３歳）ち
ゃん親子が奨励賞を受賞しました。
　このコンクールは、23 年度に３歳児健診を受けた幼児と母親
を対象とし、親子ともにむし歯がなく、かつ歯や口の中の健康
など 10 項目の基準を満たすことが受賞の条件となっています。
　むし歯のないきれいな歯の秘訣はなんですか？とたずねると
　鶴巻さんは「おやつの時間を決めて、歯みがきは朝食後・夕
食後・間食後の『食べたらみがく』を心掛けています。お姉ちゃんの妃

ひ ま り

莉ちゃん（５歳）もむし歯の
ないきれいな歯です。第 3 子の時もコンクールに出たいです。」と語っておられました。

み ん な の ひ ろ ば

聖籠町植樹祭が
開催されました

はまなす会が優良老人
クラブ表彰を受賞

　10 月 4 日（木）、東京都千代田区の日比谷公
会堂で行われた全国老人クラブ大会で、網代浜
の老人クラブはまなす会が優良老人クラブ表彰
を受けました。
　この表彰は、10 年以上の経歴を持つ老人ク
ラブで、その活動が優秀で他の模範となる団体
に授与されます。
　今回、はまなす会の活動と功績が非常に優秀
と認められたことから表彰されることとなりま
した。
　当日は、はまなす会会長の渡辺晴吉さんと町
老人クラブ連合会会長の高橋孝一さんが出席さ
れました。受賞を受け、渡辺さんは次のように
感想を述べられました。
　「この表彰ははまなす会の諸先輩方や、町老
人クラブ連合会、県老人クラブ連合会の努力の
賜物です。」
　はまなす会の皆さん、ご受賞おめでとうござ
います。

　10 月 20 日（土）、網代浜の保安林内で「育
はぐく

もう心の樹
き

・育
そだ

てよう緑
みどり

の保
ほ

安
あん

林
りん

」をテーマに
聖籠町植樹祭が開催されました。当日は、小学
校の子どもたち、集落の区長さん、町議会議員、
そして日頃から保安林の保護にご尽力いただい
ている町海岸砂防林保護組合の皆さんなど、総
勢 76 人の方々に参加をいただき、950 本のク
ロマツの苗木を植えることができました。
　保安林は周辺集落を風や飛砂の被害から防い
でくれるだけでなく、二酸化炭素を吸収し地球
温暖化を防ぐ重要な役目を果たしています。
　近年、町内でも松くい虫の被害が拡大し、松
林保護の重要性がますます高まっていますが、
地域のみなさんが協力し合って、保安林を守っ
ていくことの大切さを再確認できた貴重な一日
となったのではないでしょうか。

日比谷公会堂前にて。左から渡辺晴芳さん、高橋孝一さん

「新潟県母と子のよい歯の
コンクール」で奨励賞を受賞
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み ん な の ひ ろ ば

新しい自衛隊募集
相談員が

委嘱されました

環境負荷の低減を願い
ご寄附ありがとうございます

秋の収穫祭
～とれたてお米で

おもちをつきました～
　10 月 30 日（火）、渡邊博彰さん（網代浜）が
自衛隊募集相談員の委嘱を受けました。
　自衛隊募集相談員とは、自衛隊員の募集に関す
る広報活動の支援、入隊希望者の紹介、説明・勧
誘活動などを行う方のことで、市町村長、自衛隊
地方協力本部長から委嘱を受けます。
　渡邊さんは、自衛官ＯＢで、能力 ･ 人格とも優
れていることから、このたび選任されました。
　委嘱にあたり、渡邊町長から「自衛官ＯＢとし
て適任であり、これから活躍してほしい」と、吉
田賢一郎自衛隊新潟地方協力本部長からは、「自
衛隊の広報マンとして、聖籠町からの自衛官輩出
のため活躍してほしい」と激励を受け、渡邊さん
は「一生懸命努力したい」と応えていました。
　近年、日本は多くの災害に見舞われています。
国や地域の安全・安心のため、聖籠町から多くの
自衛官が輩出されるよう、渡邊さんのご活躍を期
待します。

　10 月 28 日（日）、四ツ屋・道賀新田・上大
谷内の三地区合同で、恒例のもちつきが行わ
れました。
　このもちつきは、道友会を中心とするもち
つき実行委員会主催で毎年 10 月末に行われ
ています。
　今年は約 70 人もの方が参加され、今年収
穫したばかりの新米でできたつきたてのおも
ちを堪能しました。また、四ツ屋・道賀新田・
上大谷内の全世帯におもちが配られ、参加で
きなかった方もおもちを味わうことができま
した。
　このたび、長年続けられた地域の親睦活動
をたたえ、もちつきに携わる皆さんを代表し、
道友会が町からの表彰を受けられました。
　今後も活発な活動を通じて、ますます地域
の皆さまの親睦が深まっていくことを期待し
ます。

　10 月 23 日に、新発
田ガス（株）創立 80 周
年・新菖工業（株）創
立 50 周年記念として、
天然ガス自動車を寄贈
していただきました。

　ご厚意に感謝し、その趣旨に沿い環境保全意識の啓発活動や
町民福祉事業に有効活用させていただきます。ありがとうござ
いました。

中央が渡邊博彰さん
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１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け

ま
す
。

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

　「風邪は万病の元」。ちょっとしたことですぐに風邪をひいてしまう人は
ビタミンA、ビタミンC、たんぱく質を十分にとって抵抗力をつけておき
ましょう。運悪く風邪をひいてしまった時はひき始めのケアが大切。栄養
価が高くて消化のよい、体の芯から温まる食事が一番の薬になりますね。

〈あさりと冬野菜の豆乳雑炊〉
材料（１人分）�
あさりの身（水煮）� 50g
鶏もも肉� 50g
長いも� 100g
人参� １/2 本
しめじ� 50g
万能ねぎ� １本
無調整豆乳� 150 ㏄
水� 200 ㏄
鶏がらスープの素� 大さじ１
醤油� 小さじ１
塩� 少々
ごはん（玄米・雑穀米ｵｽｽﾒ）� 120g程度
おろし生姜� 少々
刻みのり、白ごま� お好みで
作り方�
１　お米を炊いて用意しておきます。
２　ごはん 1杯分をザルに入れて流水で洗ってぬめりを取り、水気をきります。
３　長芋は皮をむき、すりおろします。しめじは石づきをとり小房に分け、人
参は薄切りに、万能ねぎは小口切りにします。鶏肉は一口大の大きさに切り
ます。
４　鍋に水としめじと人参を入れて、中火にかけ、沸騰したら鶏ガラスープの
素を入れて鶏肉を加え火が通ったら、あさり、豆乳を加えて再び煮立てる。
５　ごはんを入れて醤油と塩で味をととのえて、長芋を回し入れ、ひと煮立ち
したら器に盛りつけ、万能ねぎを散らし、すりおろし生姜、刻みのり、ごま
をのせる。

〈生姜と柚子のホットドリンク〉
材料（２杯分）�
生姜� １片
はちみつ� 大さじ２
柚子� １/ ２～１個
作り方�
①　生姜は薄切りにし、さっと茹でてはちみつ大さじ２につけて置く。（１～２
時間程度）
②　柚子は（輪切り２枚分残して）果汁を搾る。
　カップに①、柚子の果汁、輪切りを入れてお湯を注いで出来上がり。

み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
10月の乳児健診から

田中 眞
ま

子
こ

 ちゃん今井 隆
たか

翔
と

 ちゃん

鈴木 新
あらた

 ちゃん

本間 紫
し

織
おり

 ちゃん

佐藤 泉
いず

人
と

 ちゃん

阿部 文
ふみ

香
か

 ちゃん

平田 由
ゆ め

芽 ちゃん

波形 優
ゆう

菜
な

 ちゃん伊藤 壮
そう

哉
や

 ちゃん

須貝美紅さん 5歳 難波七虹さん 5歳 ガボンさん 7歳はなおさん 1歳5ヶ月

プリキュア♡さん 3歳 加藤美郷さん 22歳

No.8

体ぽかぽ
か

代謝アッ
プ

　　風邪予防おすすめ食品
ビタミンＡ
人参、ほうれん草、春菊、大根 (葉 )、レバー
ビタミンＣ
さつまいも、柿、大根、白菜、ゆず
冷え予防
生姜、にんにく、唐辛子、ねぎ
免疫細胞活性化
玄米、納豆、ヨーグルト、しいたけ、れんこん

受験の

夜食も

おススメ
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み ん な の ひ ろ ば

　11 月 13 日（火）、新潟アルビレックスＢＢ（以下、
アルビＢＢ）と新潟アルビレックスＢＢラビッツ（以下、
ラビッツ）が町長を表敬訪問しました。
　10 月 20 日（土）と 21 日（日）の町民会館での日本
プロバスケットボールリーグ（以下、ｂｊリーグ）とバ
スケットボール女子日本リーグ（以下、Ｗリーグ）の
試合開催の報告として訪問されたものです。
　アルビＢＢとラビッツの代表である㈱新潟プロバス
ケットボール 代表取締役 日野明人氏は、「両チームと
も聖籠町で勝利できました」と町長へ報告しました。
　ラビッツの岩村裕美選手は、「プレーオフ進出に向け
てチーム一丸となって頑張りたい」と町長に抱負を語
りました。
　Ｗリーグは 12 月上旬まで、ｂｊリーグは来年 4 月ま
でプレーオフへ向けた戦いが続きます。両チームの熱
い戦いを応援よろしくお願いします！

　10 月 31 日（水）、ジャパンサッカーカレッジレ
ディース（以下、ＪＳＣＬ）の板垣雄平監督と鳥
海麻衣選手、高橋さくら選手の２選手が町長を表
敬訪問しました。
　これは、ＪＳＣＬの「皇后杯　全日本女子サッ
カー選手権大会」への出場、また「全日本女子サ
ッカー選手権大会北信越大会」の二連覇を報告す
るため表敬訪問したものです。
　フォワードの鳥海選手は「1 試合でも多く試合
が出来るよう頑張りたい」と、ディフェンダーで
新潟市出身の高橋選手は「出来るだけ失点しない
よう頑張りたい」と、それぞれ抱負を町長に語り
ました。
　皇后杯でのＪＳＣＬの初戦は 11 月 24 日（土）、
兵庫県の三木総合防災公園陸上競技場です。ＪＳ
ＣＬの皆さんのご健闘をお祈りします！

　10 月 19 日（金）、町民会館で秋灯祭が開催されました。

　10 月 21 日（日）、町内の各小学校で学習発表会が開催
されました。

新潟アルビレックスＢＢ（男子）

と新潟アルビレックスＢＢ
ラビッツ（女子）が町長を
表敬訪問

ジャパンサッカー
カレッジレディースが

町長を表敬訪問

聖籠中「秋灯祭」開催

小学校学習発表会開催
秋灯祭

蓮野小学習発表会 山倉小学習発表会 亀代小学習発表会
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ね
。
長
生
き

し
て
下
さ
い
。

　 ★ プロフィール ★
名前  ナツ
生年月日  平成23年8月14日
１歳の男の子
種類  ミックス
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№14

　

　10 月 19 日（金）、聖籠中学校の畑で町
内こども園の５歳児は、今年も５月に自
分たちで植えたさつまいもを畑の面倒を
見てくれていた蓮潟集落の老人クラブの
方々やお家の方にも手伝ってもらい、沢
山収穫しました。

　毎年恒例こども園５歳児のいも植え・いも掘り
では、老人クラブや蓮潟集落の皆さんが協力して
くれています。
　この日は蓮潟集落や老人クラブのメンバー総勢
36 名が朝 8 時 30 分頃から畑の草取り、つる刈り
を行い、園児の皆さんが楽しく安全にいも掘りを
できるよう準備をしてくれました。
　老人クラブや集
落の皆さんは楽し
いいも掘りを支え
る 縁 の 下 の 力 持
ち！感謝の心を忘
れないようにしま
しょう。

おっきないもが

取れました！

いも掘りを支える

縁の下の力持ち


